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「
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八
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0

年
か
ら

九
四
六
年
に
至
る
ド
イ
ツ
経
済
の
動
き
」

百時間
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者
。
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己

R
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∞
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r
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r
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E
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2
0
〉
ロ

p
m
p
Sお
者
向
洋
E
-
5
1
5
E
m

〉
再
。
ロ
出
E
P
宮
内
町
内
ロ

F
O
E
E
H
の
Z
P
N
H斗
印

E
件。回一

工

末
書
は
、
十
六
回
に
瓦

Z
蓮
惜
腕
講
演
の
草
稿
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

は、

-
λ
0
0年
一
九
四
六
年
の
ド
イ
ヲ
経
済
史
の
、
「
運
動
の
動
態
、

主
要
潮
琉
と
反
針
潮
流
を
、
大
陪
な
筆
致
で
特
徴
づ
け
る
こ
と
を
課
題
と

し
て
い
る
。
」
(
序
文
)
だ
か
ら
、
著
者
も
い
う
よ
う
に
、
多
〈
の
問
題
の
詐

細
な
鍍
越
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
個
々
の
問
題
の
新
し
い
研
掠
を
提
供

す
る
も
の
で
も
な
い
。
た
だ
全
〈
新
L
く
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
立
場
か
ら

ド
イ
ツ
近
代
纏
済
史
の
遇
史
を
書
こ

f』
寸
る
も
の
で
あ
札
。

「
一
八

O
O年
か
ら
一
九
四
六
年
に
至
る
ド
イ
ツ
経
済
の
動
き
」

大

輝

雄

薮

註
ク
チ
ン
ス
キ
ー
は
、
皐
ぶ
べ
き
も
の
と

L
て
マ
ル
ク
ス
、
ェ

y
r

ル
ス
、
メ

1
り
シ
グ
を
あ
げ
、
今
迄
の
研
究
且
に
衣
の
よ
う
な
評
債

を
下
す
。
円
我
々
位
、
ド
イ
ツ
鰻
済
史
の
研
究
に
羽
い
で
、
ア
レ
ク

ザ
ン
ダ
1

・
フ
ォ
ン
・
ア
ン
ボ
ル
ト
、
モ
ム
ゼ

y

k
、

ν
ュ
ロ
ッ
サ

ー
、
ゲ
パ
フ
B
q

ヌ
ス
、
プ
合
ン
ダ

1
一
ネ
に
、
誰
を
比
べ
る
と
唱
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
p
多
分
、
華
々

L
〈
て
非
科
畢
的
な
Y
ム
バ
ル
ト
を

か
?
あ
る
い
は
、
常
ら
な
い
ボ

l

レ
を
か
予
プ
レ
シ
ダ
I
ノ、

V

ユ

モ
7

1
、
R
・
ク
チ
ン
ス
キ
ー
、
タ
ナ
ッ
プ
其
他
は
、
債
値
お
る
個

々
の
持
作
を
提
供
し
た
が
、
一
般
的
概
観
は
県
え
な
か
っ
た
。
ク
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帯
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皆
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「
一
八

O
O年
か
b
一
九
四
六
年
比
至
る
ド
イ
ツ
紹
搾
の
勘
き
」

ー
は
、
斎
干
の
空
疎
な
俗
流
マ
ル
ク
ス
主
義
的
見
式
を
も
っ
幼
稚
な

揃
詩
書
を
、
う
わ
ペ
だ
け
を
飾
っ
て
提
供
し
た
。
我
々
は
金

〈
新
L
く
蛤
め
な
町
れ
ば
な
品
な
い
。
そ
の
際
音
我
々
は
礎
石
申
隅

桂
K
L
て
、
ド
イ
ツ
経
済
且
に
謝
す
る
社
曾
主
義
の
指
導
者
の
、
僚

か
で
あ
る
が
非
常
忙
債
値
の
あ
る
持
作
を
使
用
し
よ
う
」

(
F
4
)

本
書
の
特
色
と
し
て
は
、
ま
ず
、
ド
イ
ツ
粧
済
担
研
究
に
罰
す
る
、
著

者
の
す
ぐ
れ
て
賞
践
的
な
態
度
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
伎
は
、
第

一
語
「
伺
故
我
k

は
ド
イ
ヲ
経
済
更
を
研
究
す
る
か

y
L
に
お
い
て
、
ド

イ
リ
2

経
済
史
肝
究
が
、
主
ず
、
寸
千
和
的
で
民
主
的
な
経
済
遺
誌
に
必
要

な
総
磁
の
泉
」
一
(
印
・
日
)
と
な
る
こ
と
を
一
訴
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

そ
れ
は
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
叙
述
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
け
だ
L

自
己
の
感
情
や
創
意
そ
叡
溢
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
か
ら
樫
ぶ
こ
と
は

で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
徹
底
的
に
研
寵
す
る
債
値
の
あ
る
釘

象
白
蓮
携
や
、
そ
れ
に
下
寸
判
断
に
お
い
て
は
、
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ァ
グ
に

主
睦
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
の
選
揮
の
基
準
は
決
し
て
窓

意
的
な
も
の
で
は
な
い
。
「
我
々
に
と
っ
て
、
何
が
重
要
で
あ
る
か
を
選

揮
す
る
唯
一
つ
白
尺
度
、
我
々
が
歴
史
を
倒
察
す
る
唯
一
ワ
白
蹴
角
を
し

か
、
我
々
は
認
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
自
由
で
平
和
な
、
民
に
民
主

的
で
選
最
前
な
ド
イ
ツ
の
経
済
的
整
設
で
あ
る
。
L

3

0

)

ド
イ
ツ
経
済
史
研
究
の
煮
義
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
人
類
史
は
、
経

済
力
共
ひ
人
間
精
紳
、
我
々
の
生
活
の
物
質
的
な
ら
び
に
概
念
的
基
礎
的
♂

霞
展
池
山
巨
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
経
済
史
研
或
は
、
そ
の
中
で
の
我
，

nc位

第
七
十
五
巻

第
一
蹴

/、

涯
を
明
ら
か
に
し
、
我
々
の
課
題
が
何
で
あ
る
か
を
認
識
せ
し
め
る
@
グ

チ
シ
ス
キ
ー
は
、
ド
イ
w
y

経
済
史
研
究
に
こ
の
よ
う
な
こ
つ
の
極
め

τ賓

践
的
た
意
義
を
認
め
、
非
常
に
や
さ
L
い
表
現
で
講
演
を
謹
め
て
い
る
。

第
二
の
特
色
と
し
て
は
、
車
に
纏
積
極
程
白
地
駅
越
の
み
で
な
〈
、
上
部

構
造
と
L
て
の
政
治
湿
程
の
分
析
を
、
経
済
の
基
礎
の
上
に
興
え
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
だ
骨
る
。
政
治
に
お
け
る
闘
争
は
耐
出
演

温
棋
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
階
級
針
立
の
反
映
な
の
で
あ
る
か
ら
、
経
隣

史
は
、
木
来
政
治
経
街
史
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
、
賀
践
的
立

場
か
ら
経
済
史
を
研
究
し
よ
う
と
寸
己
グ
チ
シ
ス
今
ー
の
態
度
か
ら
は
、

そ
れ
は
嘗
然
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

E 

的
判
越
の
如
〈
、
木
書
は
特
殊
問
題
に
つ
い
て
の
新
し
い
研
究
を
提
供
す

る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
グ
チ
Y

ス
キ
ー
が
ど
の
よ
う
に
時
代
医
分
L
、

そ
こ
で
種
々
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
る
か
が
、
む
し
ろ
重

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
彼
の
特
徴
あ
る
見
解
|
|
外
延
的

(2序
回
ミ
)
生
産

l
搾
取
方
法
の
行
わ
れ
る
初
期
産
業
資
本
主
義
(
巴
司

片
岡
戸

H
Z
H
E
E
E
o
E宮内包囲凶自己
ω)と
内
完
的

(
E
E
ω
=
)
生
産

l
搾
取
方
法

の
行
わ
れ
る
ド
イ
ツ
資
木
主
義
の
第
二
期
(
口
お

2
2
R
司

Ez--o
品。凶

《

HozgnvB
同
省

E
F
E
E
)
に
産
業
資
本
井
義
に
分
っ
と
と

l
ー
の
一
目

さ
れ
て
い
る
前
半
白
内
容
を
、
簡
畢
に
紹
介
し
よ
う
と
思
う
。
ま
ず
、
目

次
は
り
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ロ



け
何
故
我
ん
は
ド
イ
ツ
経
済
史
を
研
究
す
る
か
フ
伺
一
入
O
O年
頃

の
ド
イ
ヴ
沼
酒
(
封
建
制
度
の
浸
落
と
閤
家
不
統
一
)
骨
組
済
草
命

(
一
川
員
削
)
寝
室
J
L」

E
勘
九
日
広
判
)
己
八
四
八
年
室
町
の
政
治

経
済
的
前
史
料
初
期
産
業
資
本
主
義
の
終
需
(
一
川
畑
町
判
)
帥
ド
イ
ツ

資
本
主
義
の
第
二
期
へ
の
移
行
(
一
川
括
判
)
刊
第
一
級
の
資
本
、
主
義
国

ド
イ
ツ
(
一
川
此
↑
判
)
刷
培
出
資
本
主
義
、
第
一
段
階
三
川
副
己
的

戦
争
、
布
命
及
び
イ
ン
フ
レ
1
シ
ヨ
シ
(
一
一
山
一
一
ヨ
川

)ω
生
産
設
備
の
近

代
化
と
フ
ア
ッ
シ
ス
ム
へ
の
箆
展
(
一
い
い
コ
玉
川
)
国
フ
ア
ヅ
シ
ズ
ム
経
済

白
構
造
僧
ブ
ア
ツ
シ
ズ
ム
経
済
八
一
一
川
二
一
恒
川
町
)
偶
フ
ア
ヅ

γ
ズ
ム
経
済

(
一
世
一
一
山
一
日
)
崩
「
新
秩
序
」
(
一
倍
一
一
軒
)
的
新
ド
イ
ツ
経
済
建
設
の
問

題
紙
面
的
一
都
合
上
、
本
稿
で
の
紹
介
は
第
七
議
ま
で
と
寸
る
。
後
半
、
特

に
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
恕
聞
の
詳
細
で
興
味
あ
る
歓
述
(
九
五
回
目
の
約
四
分
の
一

を
な
し

τい
る
)
は
、
本
書
の
特
色
白
-
つ
で
あ
る
が
、
残
念
乍
ら
割
愛

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

著
者
の
研
究
臨
度
を
示
し
た
第
一
議
に
績
き
、
第
三
講
一
八
O
O年
頃

の
ド
イ
ツ
樫
凶
(
封
建
制
度
の
浪
落
と
閤
家
不
統
一
)
に
お
い
5
は
、
生

産
諾
力
議
民
の
怪
柑
と
佑
し
た
、
段
落
し
つ
ヲ
あ
る
封
建
制
度
の
、
刑
合

経
済
状
節
目
概
観
が
あ
た
え
ら
れ
る
。
貴
族
は
腐
敗
し
、
農
奴
は
ま
寸
ま

す
奴
認
の
軟
態
に
託
ず
い
土
。
部
而
手
工
業
者
は
溺
占
化
L
た
ツ
シ
フ
ト

に
組
織
さ
れ
て
い
た
ロ
他
方
ド
イ
ツ
は
、
多
数
の
閥
琉
闘
に
分
裂
し
て
、

「
一
八

O
O年
か
ち
一
九
四
六
年
忙
至
る
ド
イ
ツ
経
神
の
動
き
」

ぞ
れ
が
経
済
的
援
展
に
謝
す
る
強
い
障
害
影
な
し
て
い
た
。
彼
が
殺
述
む

雷
撤
を
、
現
代
に
置
い
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
法
落

L
つ
つ
あ
る
封
建
樫
加
に
帖
到
底
し
て
、
そ
の
胎
内
に
護
芽
寸
る
ブ
ル
ジ
ョ

ア
的
援
震
の
分
析
、
封
建
経
済
よ
り
資
本
、
宇
義
経
済
へ
の
移
行
温
程
の
分

析
が
不
十
分
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。

第
三
諸
経
硝
例
一
革
命
〈
一
川
ト
印
刷
)
で
は
、
上
か
ら
の
諸
改
革
が
一
目
さ
れ
る
。

ブ
ラ
シ
ス
の
占
領
に
刺
戟
さ
れ
て
、
プ
ロ
シ
ャ
に
も
進
歩
の
謹
動
が
始
ま

る
。
生
震
諾
力
に
自
由
な
護
展
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
封
建
的
経
精
は

町
破
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
土
。
ま
干
、
シ
ュ
タ
イ
シ
ハ
ル
デ
ン

ベ
ル
グ
の
改
革
に
土
っ
て
、
農
奴
は
解
放
さ
れ
た
。

L
か
L
、
上
か
ら
の

改
革
で
あ
っ
た
た
め
、
土
地
は
却
っ
て
ユ
シ
カ
1
に
集
積
さ
れ
た
。
つ
ぎ

に
手
工
業
に
お
い
「
は
、
プ
ロ
シ
ャ
で
は
、
-
八

O
八
年
の
わ
営
業
保
令
」

に
よ
っ
て
、
管
業
自
由
に
謝
す
る
礎
石
が
置
か
れ
、
ツ
シ
フ
ト
強
制
が
陵

止
さ
れ
た
。
こ
こ
宇
一
グ
チ
ン
ス
キ
ー
は
、
ツ
シ
フ
ト
強
制
む
底
止
を
、
必

要
な
手
段
と
し
て
一
示
す
の
は
正
し
い
が
、
決
定
的
な
重
要
性
を
持
つ
偉
大

な
行
篤
と
い
う
の
は
ゆ
合
寸
ぎ
陀
と
L
て
、
「
笹
莱
自
由
は
、
工
場
中
マ

ニ
ユ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア
に
と
っ
て
は
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
手

工
業
の
場
合
に
、
ド
イ
ツ
の
経
済
的
援
展
一
般
に
と
っ
て
あ
主
り
決
居
的

で
は
な
か
っ
た
。

L
3
'
g
)
と
い
っ
て
い
る
。
フ
ロ
シ
ャ
の
こ
の
方
策

よ
り
軍
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
彼
は
、
バ
イ
エ
ル

y
c
g
d

共
他
に
お
け
る
圏
内
関
税
の
陵
止
を
あ
げ
る
。
そ
れ
は
西
南
ド
イ
ツ
に
起

っ
た
た
め
、
一
般
に
、
官
製
の
ド
イ
ツ
経
流
史
で
は
ほ
と
ん
ど
注
意
さ
れ

大一一一

第
七
十
五
巻

第

盟



「
一
八

O
O年
か
ち
一
九
四
六
年
に
至
る

y
イ
ツ
経
済
の
勤
き
」

な
か
っ
た
が
、
後
の
閥
積
同
盟
へ
の
第
一
歩
と
し
て
芳
重
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
組
済
瓦
命
は
、
政
治
革
命
な
L
に
遜
行
さ
れ
た
。
封
建
的

ユ
νヵ
ー
は
新
し
い
諸
関
係
に
遁
臆
L
、
資
本
主
義
的
生
産
方
法
に
移
行

し
た
。
ま
た
、
工
業
の
領
域
に
お
け
る
諸
方
策
は
、
手
工
業
の
み
で
な
く
、

鏑
山
業
、
工
場
再
ひ
マ
ニ
ュ
プ
ァ
グ
チ
斗
ア
を
自
由
に
箆
展
せ
し
め
た
。

か
く
て
、
「
資
本
主
義
的
生
産
方
法
の
置
い
基
礎
の
上
で
の
適
用
の
の
端

緒
」
(
出
∞
∞
)
が
こ
の
時
期
に
あ
た
え
ら
れ
、
衣
の
時
期
に
お
い
て
、
そ

れ
は
「
E
首
な
展
開
」

(ω
∞
∞
)
に
ま
で
濯
す
る
。

第
四
諮
謹
歩
と
反
動
三
日
細
川
引
)
で
は
、
封
建
的
園
家
関
係
(
反
動
)

の
ド
に
、
費
木
主
義
的
(
進
歩
)
に
鰐
皆
さ
れ
る
、
半
封
建
的
な
ド
イ
ツ

に
つ
い
て
誼
ベ
て
い
る
。
農
業
に
お
け
る
升
襲
穀
農
制

(Fr自
R
込山口困

m

ZM【
)
の
陵
止
と
ユ
ン
ヵ
ー
の
た
め
の
土
地
改
革
、
農
業
勢
働
者
の
創
造

と
ユ
ン
カ

1
的
大
土
地
所
有
の
新
編
成
は
、
土
地
の
資
本
主
義
的
経
営
の
一

た
め
の
基
礎
を
あ
た
え
た
。
同
時
に
、
生
産
諸
関
係
の
踏
化
は
技
術
的
進

歩
に
射
す
る
動
因
を
あ
た
え
、
農
業
生
産
力
は
増
大
し
た
。
農
業
に
於
け

る
生
産
諾
関
係
の
饗
草
が
、
全
〈
]
般
的
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る
資
本
主
義

を
急
窪
に
蹟
大
せ
し
め
た
と
す
れ
ば
、
]
八
=
一
四
年
に
]
感
の
完
成
を
み

た
閥
涜
同
盟
の
形
成
は
、
エ
業
資
本
主
義
援
慢
の
基
礎
を
置
い
た
。

こ
こ
で
グ
チ
ン
ス
キ
ー
は
、
初
期
彊
業
資
本
主
義
に
つ
い
て
述
べ
る
。

そ
れ
は
大
控
一
入
O
O年
l
一
入
六
O
年
の
期
間
で
、
そ
こ
で
は
外
延
的

生
産

l
搾
取
方
法
が
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
総
勢
働
者
裁
を
多
く
し
、
勢

働
時
聞
を
長
〈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
は
生
査
を
増
加
寸
る
。

第
七
十
五
骨

第

競

/、
四

ノ、
四

そ
の
結
果
勢
働
者
は
悲
惨
な
状
簡
に
陪
5
0

+
引
に
彼
は
、
ド
イ
ツ
で
も
消
費
手
段
生
産
部
門
か
ら
資
木
主
義
佑
が
始

ま
り
、
生
産
手
段
生
護
部
門
に
波
及
し
た
と
と
を
一
目
し
て
い
る
。

第
王
講
一
八
四
A
年
草
命
の
政
治
経
済
的
前
史

一
八
四
八
年
革
命
は
、
二
重
の
危
機
に
基
ず
〈
二
つ
の
闘
苧
に
よ
っ
て

特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
フ
イ
ン
ラ

ν
ド
を
中
心
に
し
て
震
畏
L
t

工
業
資
木
主
義
的
プ
ル
シ
ヨ
ア
ジ
ー
が
、
オ
ス
ト
・
エ
ル
ベ
に
根
擦
を
持

ち
、
封
建
的
に
支
臨
し
て
い
た
ユ
ン
ヵ
ー
と
、
閤
家
機
力
を
め
ぐ
っ
て
闘

っ
た
。
そ
れ
は
プ
ル
ジ
ヲ
ア
革
命
の
課
題
で
あ
っ
た
。
第
ご
の
闘
争
は
、

今
迄
の
外
延
的
生
産

l
搾
取
方
法
で
は
、
資
木
主
義
は
そ
れ
以
上
設
展
せ

ず
、
部
働
者
階
級
の
生
存
や
政
保
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
ち
こ
と
に
基
づ

い
て
い
た
。
搭
働
時
間
は
長
く
な
り
、
賓
質
賃
銀
は
低
下
L
、
静
働
者
は

悲
惨
な
献
態
に
あ
っ
士
。
彼
等
は
白
か
ら
の
生
存
の
た
め
に
闘
っ
士
。
こ

の
二
つ
の
闘
事
の
巾
心
は
、
相
互
に
切
離
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
そ

れ
が
統
一
し
た
一
つ
の
色
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
帝
閤
統
一
へ
の
努
力
で

あ
っ
た
c

そ
の
上
に
、
去
〈
に
困
難
で
あ
っ
た
周
期
的
恐
時
か
加
わ
る
。

ぞ
れ
は
不
作
と
同
時
に
起
っ
た
た
め
に
と
く
に
甚
し
か
っ
た
。

大
島
咋
の
貴
困
は
一
一
週
の
ス
T
一
フ
イ
キ
に
準
い
士
。
一
八
四
八
年
以
前
の

最
大
白
暴
動
は
、
ジ
ュ
レ
ジ

A
V
に
白
け
る
織
庄
の
暴
動
で
あ
る
。
ま
た
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
ユ
ン
ヵ
ー
と
の
悶
守
口
、
財
政
問
題
と
絡
み
合
っ
て

い
た
。
ヨ
ー
ロ
ツ
ハ
に
お
け
る
革
命
は
、
ま
ず
、
一
八
四
入
年
ご
月
フ

ラ
ン
ス
に
起
っ
た
。
そ
と
で
の
闘
争
は
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
・
鋒
働
者



階
級
と
大
プ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
と
の
闘
宇
で
あ
っ
た
u

フ
フ
シ
ス
を
見
た
ド

イ
ツ
プ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
は
、
そ
こ
で
労
働
者
階
級
が
演
じ
た
役
割
に
恐
怖

を
感
じ
た
。
彼
等
は
自
分
遥
の
ユ
ン
品
川
1
に
劉
寸
る
闘
宰
を
あ
ま
り
徹
底

的
に
お
こ
な
う
な
ら
ば
、
大
衆
は
そ
れ
を
利
用
L
、
そ
の
結
果
、
か
え
っ

て
自
分
遠
の
地
位
が
危
う
く
な
る
こ
と
を
心
配
し
た
。
だ
か
ら
叫
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
は
、
三
月
に
用
心
深
く
た
め
ら
い
な
が
ら
革
命
に
ス
っ
た
。
革
命

円
程
温
に
お
い
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
野
働
者
階
級
は
い
く
つ
に
も
分

裂
し
た
。
そ
L
て
、
結
局
半
封
建
的
立
ン
ヵ
ー
が
、
関
日
干
の
勝
利
者
と
な

っ
た
。こ

こ
で
は
、
革
命
の
原
因
と
線
描
が
、
盤
機
油
程
の
基
礎
の
上
に
明
瞭

じ
分
析
さ
れ
て
い
る
。

第
六
諮
初
期
彊
業
資
本
主
義
心
終
駕
(
一
川
一
位
判
)
で
は
、
革
命
の
結
果
、

結
局
二
つ
の
危
機
以
引
延
は
さ
れ
た
こ
と
が
一
目
さ
れ
る
。

「
昨
日
の
擢
力
は
、
ま
た
今
日
の
躍
力
で
あ
る
。
」
と
ユ
ン
ゲ
ル
ス
は
い

う
。
三
つ
の
陪
級
が
衝
突
し
た
。
し
か
し
間
も
な
く
、
す
べ
て
は
一
河
の
極

で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
軍
命
に
ま
で
設
展

L
t危
機
な
、

E
の
よ
う
に

解
決
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
〉
第
一
に
、
ド
イ
ツ
プ
ル
ジ
コ
ア
ジ
ー

は
、
者
干
の
螺
済
的
利
益
の
た
め
に
彼
等
の
政
治
的
自
由
を
寅
つ
士
。
貴

族
は
以
前
の
如
く
無
制
限
に
支
配
し
土
。
プ
ロ
シ
ャ
は
依
然
と
し
て
、
経

済
は
費
本
主
義
的
で
あ
る
が
、
政
治
は
身
分
制
的
に
な
さ
れ
る
ヰ
封
建
的

閥
家
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
危
機
は
一
九
一
八
年
ま
で
引
延
ば
さ
れ

た

「
一
八

O
O年
か

ι
一r

九
四
六
年
に
至
る
ド
イ
ツ
経
済
の
動
き
」

第
二
の
危
機
は
、
↓
八
五
七
年
恐
慌
の
後
に
至
る
空
で
引
延
ば
さ
れ
た
9

ド
イ
少
の
革
命
は
フ
ラ
Y

ス
の
二
月
革
命
に
刺
戟
さ
れ
て
起
っ
た
た
め
、

草
命
が
起
ワ
た
時
、
第
二
の
危
機
は
ま
だ
そ
の
最
高
駄
に
謹
し
て
い
な
か

っ
た
。
列
狂
的
生
産
搾
取
方
法
の
毅
果
は
、
ま
だ
便
い
重
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
十
な
わ
ち
、
同
一
馬
力
の
機
械
の
使
用
を
蹄
大
す
る
と
い
う
、

中
分
外
延
前
で
半
分
内
充
的
な
方
法
を
使
用
L
て
、
主

0
年
代
は
非
常
な

樫
済
的
膨
脹
を
締
験
し
、
銀
特
の
設
立
、
工
業
、
交
通
、
開
業
の
臨
界
遺
等

つ
ぎ
の
十
年
間
の
設
展
の
基
穫
を
置
い
た
。

グ
チ
シ
ス
キ
ー
は
、
機
械
便
用
の
と
の
蹟
大
を
姐
大
許
償
す
べ
き
で
な

い
と
し
て
、
「
そ
れ
吋
資
本
主
義
の
歴
史
に
お
同
る
、
新
し
い
時
代
で
は

決
し
て
な
い
。
そ
れ
は
主
日
、
外
延
的
搾
取
方
法
和
ら
内
充
的
搾
取
方
法

へ
の
移
行
を
現
わ
さ
な
い
。
」
(
戸
邑
)
と
い
っ
て
い
る
。

彼
的
外
延
的
生
産
1
搾
一
収
方
法
の
時
期
九
一
始
前
)
に
は
、
マ
ニ
エ
ア

ア
グ
チ
ュ
ア
段
階
の
税
苅
と
、
士
場
段
階
の
初
期
と
が
含
ま
れ
る
よ
う
に

思
わ
れ
目
。
。
だ
が
、
彼
は
こ
の
匪
別
を
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
生
産
力

設
展
の
見
地
か
ら
明
ら
か
に
分
つ
べ
き
マ
ニ
ユ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
段
階
と
工

場
段
階
を
、
外
延
的
生
蓋
搾
取
の
時
期
と
し
て
一
括
す
る
こ
色
、
あ
る

い
は
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
グ
チ
斗
ア
段
階
を
認
め
な
い
こ
と
は
ど
う
で
あ
ろ
う

カ

?第
七
議
ド
イ
ツ
資
木
主
義
の
第
二
期
へ
の
移
符
(
一
段
∞
包
六

0
年

代
は
、
ド
イ
ア
町
一
般
自
に
お
い
て
も
経
済
史
に
お
い
て
も
決
定
的
な
意

味
を
も
っ
て
い
る
。

ζ

と
で
資
木
主
義
の
新
L
い
時
期
1
1内
充
的
生
蓮

第
七
十
五
巻

六
五

ノ、
五

第

斑



一
一
八

O
O年
h
b
一
九
同
六
年
に
至
る
ド
イ
ツ
経
演
の
勤
電
」

及
び
搾
取
の
時
期

l
ー
が
あ
ら
わ
れ
始
め
、
他
方
、
園
家
統
一
運
動
が
謹

符
す
る

m

彼
は
ま
ず
、
ド
イ
ヅ
統
一
に
罰
サ
る
各
階
践
の
態
度
を
特
徴
づ
け
、
統

一
が
ピ
ス
マ
ル
ク
に
よ
っ
て
上
か
ら
な
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
士
後
、
産
業

資
本
主
義
の
第
二
期
へ
の
移
行
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
統
一

が
上
か
ら
起
っ
た
如
〈
、
初
期
産
業
資
本
主
義
め
バ
生
産

i
搾
取
方
訟
の
根

本
的
矛
盾
は
上
か
ら
解
決
さ
れ
た
。
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
で
は
}
八
四
八
年

革
命
に
お
い
て
(
十
ご
時
間
法
て
英
閣
で
は
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運
動
で
解

ハ
詩
)

決
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
大
衆
の
強
い
参
呉
な
し
に
、
「
上

か
ら
、
-
般
的
経
済
諸
関
係
の
医
迫
町
下
に
μ
(
出
回
目
)
内
完
的
工
業
生

産
犠
式
に
移
行
し
た
。
人
々
は
、
時
間
営
り
努
働
者
め
仕
事
の
量
を
増
大

す
る
努
力
を
し
た
。
資
本
主
義
が
鮒
古
川
生
産
を
増
大
さ
せ
る
三
つ
の
方
法

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
機
械
の
改
良
、
勢
働
泊
程
の
整
備
、
勢
働
強
化
c

生

産
方
法
の
こ
の
嬰
草
は
、
ま
た
、
搾
取
方
法
の
愛
車
を
要
求
し
た
。
勢
働

時
聞
の
短
縮
、
宜
質
賃
銀
の
上
男
、
数
与
長

ιる
傍
働
者
の
養
成
が
こ
れ
で

あ
る
。
こ
の
内
充
的
生
産
i
搾
取
方
法
は
、
生
産
語
力
の
愈
惑
な
溌
展
、

大
陸
笹
の
創
造
、
資
本
句
集
積
及
び
重
工
業
の
鼓
畏
を
も
た
ち
し
た
。

同
時
に
勢
働
運
働
に
時
間
化
が
起
つ
士
。
第
一
に
、
努
働
者
世
郭
市
と
大

態
管
に
集
め
る
こ
と
は
組
織
と
宜
俸
を
容
易
に

L
た
。
第
二
に
、
替
働
時

間

ι短
縮
は
集
曾
を
容
易
に
し
た
ロ
第
三
に
、
数
義
の
靖
大
は
宣
俸
方
法

と
し
て
の
新
聞
、
雑
誌
、
メ
シ
ブ
レ
ッ
ト
の
一
利
用
を
可
能
な
ら
し
酌
史
。

と
れ
ば
、
第
二
期
の
基
礎
の

h
に
の
み
可
能
で
晶
っ
た
。
守
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

第
七
十
五
巷

ハ
大

第

瞳

ー
が
プ
ロ
レ
タ

p
ア
l
F
に
お
い
て
白
か
ら
の
基
調
人
を
創
り
出
し
た
如

〈
、
資
本
主
義
の
新
し
い
搾
取
方
法
に
よ
っ
て
、
搾
取
者
と
の
闘
争
に
勝

っ
た
士
め
の
武
器
が
あ

t
え
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
傍
倒
運
動
に
お
け
る

鑓
化
が
、
彼
の
第
二
期
の
基
礎
か
ら
明
瞭
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

註
「
上
か
ら
」
が
如
何
な
る
過
程
在
一
市
ず
か
は
、
は
っ
き

p
と
は
排

べ
ら
れ
て
い
な
い
。

(
一
九
五
凹
・
一

0
・
二
八
)

〔
附
記
U

本
稿
を
印
刷
に
間
L
た
置
絞
に
、
高
橋
E
雄
、
中
内
週
明

両
氏
に
よ
る
、
本
番
心
ず
「
れ
た
税
課
(
有
斐
閣
刊
)
に
援
す
る
乙

・
と
が
出
車
た
。
な
お
、
ぞ
の
後
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
「
会
七
八
九
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
棒
働
者
の
欣
践
の
樺
史
」
(
ワ
ち
口
E
ο
r
R
F
1

R
P
2
F
P肉
。
除
。
円
〉
F
2
R円
宮
ロ
ヨ
戸
d
o
r
-
v
p品
川
。
口
一
ロ
∞
u
-
v
Z
E

E伶

E
E
E
d
g
F

】

E

F
「

EM--
。F
J
a
z
x
o
u
u
E
R
〉ロロ
μ田
P

H

C
U
仏
)
に
お
い
て
は
、
停
↑
編
初
期
産
業
資
本
正
事
政
酔
(
一
M
m
M
川町)、

第
二
銅
牌
換
期
(
一
川
内
出
む
と
は
う
て
い
て
、
本
秘
的
に
産
業
革
命

の
始
全
る
主

0
年
代
は
帥
換
期
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
巳




